
再取材シリーズ

のり　こ

取材者：認定特定非営利活動法人市民公益活動パートナーズ　古山・松田
取材日：２月24日

浪江町は、ブレイクした楽しい思い出ばかりです

◆
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
る
自
粛
が
、
大
き
な

転
機
に
な
り
ま
し
た

平
成
23
年
５
月
に
福
島
市
で
ス

タ
ジ
オ
を
再
開
し
た
頃
は
、
口
コ
ミ

だ
け
で
し
た
。
転
機
は
、
平
成
27
年

に
飲
食
店
や
美
容
院
、
ス
ク
ー
ル
な

ど
の
街
の
情
報
を
掲
載
し
た
ク
ー
ポ

ン
マ
ガ
ジ
ン
「
Ｈ
Ｏ
Ｔ 

Ｐ
Ｅ
Ｐ
Ｐ

Ｅ
Ｒ
（
ホ
ッ
ト
ペ
ッ
パ
ー
）」
の

W
e
b
予
約
サ
イ
ト
を
開
設
し
、
ス

タ
ジ
オ
の
宣
伝
を
し
た
頃
か
ら
で

し
ょ
う
。
ま
だ
福
島
市
に
は
専
門
の

ス
タ
ジ
オ
が
な
か
っ
た
「
ホ
ッ
ト
ヨ

ガ
」
も
始
め
た
こ
と
で
、
会
社
帰
り

の
若
い
会
員
さ
ん
も
増
え
、
平
成
29

年
頃
に
は
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
れ

て
、
思
い
返
す
と
１
０
０
人
以
上
の

会
員
さ
ん
に
な
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

ス
タ
ッ
フ
や
会
員
の
方
々
と
10

年
目
の
お
祝
い

を
考
え
て
い
た

矢
先
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
（
以
下
、
新

型
コ
ロ
ナ
）
感

染
拡
大
が
起
き

ま
し
た
。
10
年

前
は
浪
江
町
の

方
々
も
結
構
参

加
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
当
時

50
、
60
歳
の
方

は
も
う
60
、
70
歳
で
し
ょ
う
。
体
調

の
変
化
や
家
族
の
介
護
、
さ
ら
に
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
な
か
な
か
お

越
し
に
な
れ
ま
せ
ん
。

ス
タ
ジ
オ
で
は
こ
の
新
型
コ
ロ

ナ
禍
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
、
令
和

2
年
５
月
か
ら
自
宅
で
も
で
き
る
オ

ン
ラ
イ
ン
・
レ
ッ
ス
ン
に
切
り
替
え

ま
し
た
が
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ

ス
（
S
N
S
）
を
使
い
慣
れ
て
い
な

い
年
代
の
方
に
は
、
難
し
い
よ
う
で

す
。
一
方
、
全
国
の
様
々
な
人
た
ち

と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
お
も
し

ろ
さ
も
あ
り
ま
す
よ
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
自
粛
中
、

「
50
代
か
ら
の
イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル

ド
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
を
書
き
、
令
和
2

年
10
月
に
A
m
a
z
o
n
（
ア
マ
ゾ

ン
）
か
ら
電
子
書
籍
と
し
て
発
行
し

ま
し
た
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
実
体
験
に
基
づ
い
た
ノ

ウ
ハ
ウ
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
浪
江

の
思
い
出
や
３
・
11
の
こ
と
も
織
り

交
ぜ
ま
し
た
。

◆
浪
江
の
近
所
の
方
々
や
ス
タ
ジ
オ

の
会
員
さ
ん
に
、
こ
れ
ま
で
の

感
謝
と
、
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を

伝
え
た
い

浪
江
町
高
瀬
の
ス
タ
ジ
オ
は
今
、

夫
が
事
務
所
と
し
て
使
っ
て
い
ま

す
。
サ
ン
プ
ラ
ザ
近
く
に
あ
っ
た
自

宅
は
も
う
住
む
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
ご
近
所
の
方
々
や
浪
江
の
ス
タ

ジ
オ
の
会
員
さ
ん
方
に
は
、
お
別
れ

の
挨
拶
も
せ
ず
に
避
難
し
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
か
わ
い
が
っ
て
い
た

だ
い
た
息
子
も
、
高
校
を
卒
業
し
、

春
に
は
仙
台
の
専
門
学
校
生
で
す
。

思
い
返
せ
ば
、
浪
江
町
が
私
に

と
っ
て
一
番
は
じ
け
て
い
た
時
代
で

し
た
。
バ
ブ
ル
景
気
の
頃
、
ス
タ
ジ

オ
の
皆
さ
ん
と
町
の
「
サ
ン
バ
カ
ー

ニ
バ
ル
」
で
優
勝
し
た
こ
と
。
ま

た
、
福
島
県
の
歩
け
歩
け
大
会
や
町

の
秋
の
運
動
会
で
準
備
体
操
の
リ
ー

ダ
ー
を
務
め
た
こ
と
、
札
幌
で
開
催

さ
れ
た
Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン

祭
り
に
「
ワ
ン
ダ
ー
な
み
え
」
の
仲

間
た
ち
と
出
場
し
た
こ
と
な
ど
、
数

え
切
れ
な
い
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

本
当
に
楽
し
く
、
懐
か
し
い
日
々
は

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
ね
。

今
後
は
、
ヨ
ー
ク
カ
ル
チ
ャ
ー

福
島
や
二
本
松
駅
前
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
な
ど
、
一
部
の
サ
ー
ク
ル
・

レ
ッ
ス
ン
は
続
け
ま
す
が
、
こ
の
福

島
市
大
森
の
ス
タ
ジ
オ
は
３
月
で
閉

じ
ま
す
。
そ
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・

レ
ッ
ス
ン
で
ヨ
ガ
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
講

座
を
発
信
し
な
が
ら
、
私
し
か
で
き

な
い
レ
ッ
ス
ン
を
こ
れ
か
ら
も
お
届

け
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

長山　徳子さん（権現堂）

浪江町から福島市に避難し、その年の５月には市内に女性
専門フィットネス・スタジオ「UP－BEAT（アップビート）」
（以下、スタジオ）をオープン。浪江町の頃と変わらぬ活躍
をされてきた長山さんに、この10年間を振り返りつつ、これ
からについても聞かせていただきました。
また、ご結婚後、30年近く浪江町で暮らし、生まれ育った
神奈川県よりも長く親しんだ浪江町で過ごした日々を懐かし
そうに話してくださいました。

福島県

▲共に活動するスタッフさん方の
写真の前で
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これまで取材を受けていただいた皆さん
に、再度の取材を行うコーナーです。
３・11から10年以上が経過した今、感
じていること、伝えたいこと、そして最初
の取材以降の気持ちの変化やふるさとへの
思いなど、皆さんの声をお届けします。

再取材シリーズ

平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そし
て福島第一原子力発電所の事故により、町内全域に出
されていた避難指示は、平成29年３月31日に「帰還
困難区域」を除き解除されましたが、多くの浪江町民
は福島県内外に分散して避難生活を続けています。町
を取り巻く状況が徐々に変化する中で、町民の皆さん
がどのような思いで生活し、ふるさとへの思いを抱い
ているのか。
〝浪江のこころプロジェクト〟は、町民の皆さんの
声を「浪江のこころ通信（※1）」を通してお届けし、
皆さんの思いや暮らしぶりを発信・共有しようとする
ものです。
一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム

（※2）が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学などの
皆さんが取材を進め、浪江町と連携し「浪江のこころ
通信」を編集・発行しています。

※１　浪江のこころ通信は、町民の皆さんがお話しした「ここ
ろ」を伝えることを大切にするため、取材者が聞き取っ
てまとめた原稿をほぼ原文のままで掲載しています。

※２　一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、大
学、ＮＰＯ、企業、経済団体、行政などが連携したコ
ミュニティ支援ネットワーク。仙台が本拠地。

● 第117号 ●

「浪江のこころ通信／第117号」への
感想をお寄せください。

　【連絡先】〒979－1592 
　　　　　 浪江町大字幾世橋字六反田7番地2

　　「浪江のこころ通信」宛て
　　　　　　　　　 FAX0240（34）4593
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